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① 青 木   齊 ⑧ 志 村  佳 男 ⑮ 八 木  拓 美 
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④ 渋 谷  久 夫 ⑪ 齋 藤  孝 之 ⑱ 天 野   明 

⑤ 斉 藤  嘉 之 ⑫ 山 口  幸 男 ⑲ 加 藤  通 一 

⑥ 大 塚  優 子 ⑬ 大 谷  健 一   

⑦ 小 林  康 史 ⑭ 西 東  邦 雄   

出席委員 １９名 

欠席委員 ０名 

傍聴人  ０名 

 

事 務 局 斉藤ますみ 松浦毅 伊藤和彦 濱端雄高 渡邉健司  

       

 

議事録署名人 議 長 

 

     議席 ８番 

 

     議席１６番 



会議に付した事件 

日程 番 号 件          名 

１  会務報告 

２ 議案第５７号 農地法第３条の規定による許可申請について 

３ 議案第５８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

４ 議案第５９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

５ 議案第６０号 農地法第５条の規定による許可申請について 

６ 議案第６１号 農地法第５条の規定による許可申請について 

７ 議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について 

８ 議案第６３号 農用地利用配分計画の作成について 

９ 議案第６４号 農用地利用配分計画の作成について 

１０ 議案第６５号 農用地利用配分計画の作成について 

１１ 報告第４０号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明について 

１２ 報告第４１号 農用所有適格法人の報告について 

１３ 報告第４２号 
解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地利用状況の報告につい

て 

１４ 報告第４３号 非農地証明書の発行について 

１５ 報告第４４号 
民事執行法による売却に係る農地等の現況照会に対する調査結果の

報告について 

１６ 報告第４５号 
地目変更登記に係る農地等の現況照会に対する調査結果の報告につ

いて 

１７ 報告第４６号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について 

１８ 報告第４７号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について 

 

議事の内容 次のとおり 
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議長（阿部会長） 

ただいまから、相模原市農業委員会第８回総会を開催いたします。 

ただいまの出席委員は１９名で、定足数に達しております。 

次に、本日の総会の議事録署名委員につきましては、８番志村佳男委員、１６番菱山

喜章委員を御指名いたします。 

今日は傍聴の申出者はございません。 
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日程１ 会務報告 

 

議長（阿部会長） 

それでは、これより日程に入ります。 

日程１「会務報告」をいたします。 

斉藤事務局長に報告いたさせます。 

事務局（斉藤事務局長） 

それでは、令和４年１０月３日から令和４年１０月３０日までの主な会務につきまし

て報告させていただきます。 

資料を御覧いただきまして、１の会議でございます。 

初めに、県関係でございます。 

１０月１９日、農業会議常設審議委員会が開催されまして、阿部会長ほかが出席して

おります。内容につきましては、農地法に係る諮問についてほかでございます。本市か

らは、諮問１件、報告８件となっております。 

続きまして、市関係でございます。 

１０月３日、農業委員会第７回総会を行いまして、農業委員１８名が出席しておりま

す。内容につきましては、農地法第３条の規定による許可申請についてほかでございま

す。 

続きまして、１０月５日、第１回相模原市表彰審査委員会が行われまして、大塚委員

が出席されております。内容は、市政功労表彰に係る諮問についてほかでございます。 

同日、盛土規制法の施行に向けた説明会がウェブで開催されまして、松浦所長が出席

しております。内容につきましては、基礎調査実施要領案、技術的基準政令案などを踏

まえた今後の運用についてでございます。 

続きまして、１０月１１日及び１０月１２日、農地利用最適化推進委員個別報告会を

行いまして、それぞれ推進委員８名、６名が出席しております。内容につきましては、

９月の活動報告についてほかでございます。 

続きまして、１０月２１日、役員会を行いまして、阿部会長、菱山副会長が出席して

おります。内容につきましては、総会提出案件についてほかでございます。 

続きまして、１０月２４日、相模原市都市計画審議会小委員会が行われまして、阿部

会長が出席されております。内容につきましては、用途地域等見直しの方針についてほ

かでございます。 

裏面を御覧ください。 

続きまして、１０月２７日、第２２２回相模原市都市計画審議会が行われまして、阿

部会長が出席されております。内容につきましては、相模原市都市計画生産緑地地区の

変更についてほかでございます。 

続きまして、１０月１４日から１０月３１日、令和４年度相模原市市民農園運営協議

会総会が書面開催で行われまして、私、斉藤が出席しております。内容につきましては、

令和３年度の事業報告についてほかでございます。 

以上でございます。 

議長（阿部会長） 
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ただいまの会務報告について、何か御発言がありましたら、お願いいたします。 

１７番（藤村委員） 

市関係の盛土規制法の施行に向けた説明会で、農地の造成で何か関係ありましたでし

ょうか。 

事務局（松浦所長） 

今回は、そちらにも記載させていただいていますとおり、基礎調査の実施に当たって

要領が出てくるといった話の中で、動向について国から説明があったものです。実際に

用地に関しましては、通常の営農行為については規定の対象外にはなっています。ただ、

今おっしゃっていただいた、例えば圃場の大規模化とか均平化が農地造成に当たってく

ると思うんですけれども、具体的にはまだ示されていないですが、これについてはある

程度、新しく出てきている盛土規制法の技術的な基準を適用するという話にはなってい

ます。その具体的なところについてはまだ説明がありませんので、今後、注視させてい

ただきながら対応していくようかなと思っています。市としても専門の部署をつくるよ

うな話も来ていますので、今後どのような形になるのかは、農業委員会事務局でも注視

させていただきたいと思っております。 

１７番（藤村委員） 

想像するに、熱海市での土砂崩れ辺りが始まりだと思うんですが、農地で気になるの

は、前も言ったけど、古墳みたいに畑の真ん中に山ができているようなものが放置され

ているわけですけれども、ああいったものに対しても、もともと規制はかかっているん

だけど、何とかするように市のほうで動きが出てくるようなことはないですか。 

事務局（松浦所長） 

既存のものに関しては、特に今のところ、規制にかかってくるとか、そういうことは

ありません。お願いいたします。 

１７番（藤村委員） 

はい。 

議長（阿部会長） 

ほかに御発言ございますでしょうか。 

 

それでは、以上で会務報告を終わります。 
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日程２ 議案第５７号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程２議案第５７号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、１ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第５７号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－８から３－９は、農地法第３条の規定により適切と認められる

ので、許可するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、２ページを御覧ください。 

収受番号３－８は、中央区上溝に住む譲渡人が所有する農地を、農地所有適格法人の

ミヤコ農園株式会社が経営規模拡大のため、所有権移転を受けるための申請です。現地

の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１ページを御覧ください。

斜線部分が本案件の申請地です。申請地は大島の畑、１筆、９９１㎡です。今後の作付

は、ブルーベリーを予定しています。なお、対象地は過去に譲受人が利用権設定を受け

ていた農地です。審査基準につきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効

率利用要件については、経営農地２０筆、１９,４１３㎡で、全て適切に管理され、下限

面積要件２,０００㎡以上を満たしています。法人要件については、農地所有適格法人の

要件を満たしています。地域との調和要件については、周辺の農地の利用に影響を与え

ないこと、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。以上、審査基

準を満たしていることから、許可相当と判断しました。 

続きまして、収受番号３－９は、緑区橋本に住む譲渡人が所有する農地を、南区上鶴

間に住む譲受人が新規参入のため、所有権移転を受けるための申請です。譲受人につき

ましては、大和市の認定農業者の下で研修を受けており、令和４年７月に新規就農者認

定書を交付しています。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内

図は２ページを御覧ください。申請地は大島の畑、１筆、１,２５１㎡です。今後の作付

は、ブドウ、モモ、ネクタリンを予定しています。審査基準につきましては、現地及び

申請書で確認しています。新規就農者であることから、当初は本件の農地において果樹

栽培を行い、今後は本市農政課との調整の上、国の補助制度を活用しながら経営規模を

拡大していく予定です。農作業常時従事要件１５０日以上については、譲受人が

３３０日で要件を満たしています。地域との調和要件については、周辺の農地の利用に

影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。以

上、審査基準を満たしていることから許可相当と判断しました。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や意見はございませんか。 

収受番号３－８及び３－９については、緑区担当、山口幸男委員、お願いいたします。 

１２番（山口委員） 
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まず、３－８は、以前、１回、申請されて、そこを取り下げた場所だったんですけれ

ども、そのとき、問題のあった内容は全て解消されているのは確認いたしました。もと

もとブルーベリーがきれいに作付されている場所でして、その問題がなければ全く問題

ないと判断できる場所です。 

３－９は、写真で分かりますけれども、棚ができていまして、以前、果樹をやってい

た方のところをそっくりそのまま譲り受けるような内容だったと思います。ですから、

新規就農者で果樹というのはちょっと難しいかなという気もしたんですけれども、その

状態になっていれば、これはしっかりできるものと判断できます。もともと果樹で、き

れいに周りにネットも張られていまして、周りの環境に関しては全く問題ない箇所だと

思います。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

ありがとうございました。これより質疑に入ります。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第５７号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程２議案第５７号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程３ 議案第５８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程３議案第５８号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、３ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第５８号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０は、農地法第３条の規定により適切と認められるので、許

可するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、４ページを御覧ください。 

収受番号３－１０は、権利設定者の東海旅客鉄道株式会社が地下にリニア中央新幹線

の軌道用のトンネルを建設するため、区分地上権を設定するための申請です。現地の状

況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は３ページを御覧ください。申

請地は緑区下九沢の畑、１筆、２６㎡です。リニア中央新幹線は、品川と名古屋との間

を通る計画で、旧相模原市内では境川から相模川まで地下トンネルを通りますが、その

区間については区分地上権を設定することになります。区分地上権の設定は、地下

４０ｍよりも浅い場所にトンネルなどを建設する場合に必要となります。地下４０ｍよ

りも深い場所は大深度法の適用を受け、区分地上権の設定は不要となります。旧相模原

市域での農地区分地上権の設定は宮下本町から大島方面にかけて、おおよそ５０件の予

定です。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

御発言はございませんか。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決させていただきます。 

議案第５８号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 
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挙手全員。 

よって日程３議案第５８号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程４ 議案第５９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程５ 議案第６０号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程４議案第５９号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、１５番八木拓美委員には、恐れ入り

ますが、御退席をお願いいたします。 

 

１５番 八木拓美委員 退席 

 

議長（阿部会長） 

日程４議案第５９号、日程５議案第６０号につきましては、関連議案になりますので、

２議案を一括して議題に供したいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

［ 異議なしの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

御異議なしと認めます。 

それでは、議案第５９号、議案第６０号を一括して議題に供します。事務局に議案の

朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（松浦所長） 

それでは初めに、本件について概要を説明いたします。 

議案第５９号、議案第６０号については、営農を継続しながら、上部空間に太陽光発

電設備を設置するものについて、既に許可を受けて設置した営農型発電設備の設置許可

期間満了に伴う案件で、農地法第３条による区分地上権の設定と、太陽光パネルの支柱

部分を転用面積とした同法第５条の転用許可のそれぞれの許可期間を更新するもので

す。なお、今回の更新の許可に当たっては、前年中の農作物の収穫状況、営農状況を記

載した報告書が既に提出されており、その内容により、生育、収穫の栽培管理を通常ど

おりに行い、現在も適切な営農が継続していることを確認していることから、申請を受

け付けたものです。 

それでは、まず、第３条、議案第５９号について説明いたします。５ページを御覧く

ださい。議案を朗読します。 

議案第５９号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０１２から３－１０１３は、農地法第３条の規定により適切

と認められるので、許可するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委

員会会長。 

それでは、６ページを御覧ください。 

収受番号３－１０１２、３－１０１３は、権利設定者のたまエンパワー株式会社が、

緑区青野原の農地、２筆、２,３９９㎡について、営農を継続しながら、その上部に太陽



 9 

光パネルを設置することに伴い、区分地上権を設定するものです。現地の状況につきま

しては、スクリーンを御覧ください。案内図は４ページを御覧ください。申請理由は、

権利設定者が太陽光発電事業を営んでおり、設置している営農型発電整備の設置に伴う

区分地上権の許可期間満了日が近づいているため、再許可申請するものです。本申請地

は、令和元年９月から農地所有適格法人であるさがみこファームが利用権設定を受けて

いる農地で、営農作目は養液栽培によるブルーベリー栽培です。設置に伴う作物等への

影響については、太陽光パネルの高さは地上から２.４ｍから２.９ｍとなっており、農

作業を効率的に行う空間を確保していること、ブルーベリーの生育に適した日照量を確

保できていることから、作物への影響はないものと判断しております。なお、区分地上

権の設定期間は、現在の設定期間満了の翌日である令和４年１２月３日から令和７年

１２月２日までの３年間です。太陽光パネルを設置するための支柱の設置については、

この後説明する議案第６０号で、農地法第５条の一時転用許可の申請が提出されており

ます。なお、審議の結果、許可することを決定した場合、この転用許可申請の議案と許

可日を調整し、同日付で許可いたします。 

続きまして、関連議案となります議案第６０号について説明いたします。それでは、

７ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６０号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－１０５０は、相当とする理由があるので、農地法第

５条第３項において準用する同法第４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに

送付するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、８ページを御覧ください。 

収受番号５－１０５０は、借受人のたまエンパワー株式会社が、貸出人が所有し、耕

作者として株式会社さがみこファームが利用権を設定している緑区青野原の農地、２筆、

２,３９９㎡のうち、１.２３㎡に賃借権を設定して、営農型発電設備の支柱部分を設置、

一時転用するものです。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内

図は４ページを御覧ください。農地区分は農用地区域内農地です。申請理由は、借受人

は太陽光発電事業を営んでおり、既に設置している営農型発電設備の農地転用許可期間

の満了が近づいていることから許可期間の更新をするもので、一時転用の期間は、現在

の一時転用期間の満了の翌日である令和４年１２月３日から令和７年１２月２日まで

の３年間です。営農型発電設備の設置により転用する部分は、国からの通知により、支

柱部分や周辺機器の設置部分を転用面積として取り扱うこととされており、本申請での

支柱１本当たりの面積は０.００４５㎡で、一時転用面積は合計で２,３９９㎡のうち、

１.２３㎡となります。隣接地への被害防除については、農地全体に浸透性防草シートを

敷き、雨水及び土砂の流出を防ぐ計画となっております。申請地は相模原市立青和学園

の東約１,７８０ｍです。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。ただいまの説明に関連して、地区担当委員さん、補足説明や御

意見はございませんか。 

収受番号３－１０１２、３－１０１３及び５－１０５０については、津久井地区担当、

菱山喜章委員、お願いいたします。 



 10 

１６番（菱山委員） 

議案第５９号と第６０号、同じ関係ですので、写真で見てもらえれば分かると思いま

すけど、しっかり、きれいに管理されております。事務局の説明のとおり、何ら問題な

いと思います。ただ、ちょっと日影になる形もあるので、全天候型の畑と違って、多分、

ちょっと数量が少なくなるような気もいたしますけど、２６日に加藤正彦推進委員と見

たときは、すごいいい天気で、ああ、これだったら問題ないという感じを受けました。

私も道路からは見ていたんですけど、初めて中まで入ってまいりまして、確認したので、

皆様の御審議、よろしくお願いいたします。 

議長（阿部会長） 

ありがとうございました。これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 

２つありまして、１つは簡単なほうから、３年前、この話が出てきたときに結構議論

したと思うんですけど、まず、たまエンパワー株式会社とさがみこファームの関係とい

うか、営農型発電というのをやるんですよと言っている本体はどこなんですか。そして、

誰が責任を持ってこれを運営しているのか。 

事務局（松浦所長） 

本体はさがみこファームさん、耕作者としてお名前が載っています会社が主体となっ

て運営していらっしゃいます。 

１７番（藤村委員） 

そうすると、たまエンパワー株式会社は何でここに記載されているんですか。 

事務局（伊藤担当課長） 

たまエンパワー株式会社はその上の太陽光発電を所有している会社で、売電行為をし

ている会社ですので、それが区分地上権を設定しているということで、所有者等含めて

３者出てきます。 

１７番（藤村委員） 

微妙に理解できないんですけど、さがみこファームが、このシステムを使って発電も

含めた農業をやるんですよという全体像を提案している。共同して、たまエンパワー株

式会社が運営している、そういう話なんですか。 

事務局（伊藤担当課長） 

まず、さがみこファームは所有者と利用権設定をして農地の使用権を取っています。

たまエンパワー株式会社は、その上に一時転用という形で、第三者が発電設備を設置す

るということですので、その会社がたまエンパワー株式会社ということです。 

１７番（藤村委員） 

一応、たまエンパワー株式会社が設定の話をしているのは、借りている土地の全面積

ですよね。 

事務局（伊藤担当課長） 

全面積ではないんです、太陽光を支えている支柱の面積。 

１７番（藤村委員） 

６ページの３－１０１２は、たまエンパワー株式会社が出していますよね。だから、

発電設備全体を、５－１０５０はいいですよ、別に、柱だから。  

事務局（伊藤担当課長） 
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３条について、区分地上権については、おっしゃるとおり農地の全体の面積です。要

は、農地の全体の面積の上に太陽光パネルを設置しますから、農地の全体を言ってしま

えば太陽光パネルで塞いでしまう形になるので。 

１７番（藤村委員） 

そうすると、これはさがみこファームと二重に設定する、そういうような感じで受け

取ればいいですか。下は農地で上は太陽光だと、そういう感じなのね。 

では、ちょっと２つ目の質問です。こっちが本題だけど、このシステムを使った場合

には、最初は、たしか８割ぐらいを作りなさいよ、そういうのだったらやっていいよと

いう話でしたよね。それで、しばらく時間がたっているので、そこそこの収益が出てい

なきゃならない。先ほど菱山委員が植付け本数がフルにやったよりは少ないようだけど

と言ったけど、そこはどういうふうにやられているんですか。 

事務局（伊藤担当課長） 

当初、３年前に許可したときには、そのときの基準、今も変わりはありませんけれど

も、神奈川県で、この辺りで同じ条件でブルーベリーを収穫すると一反当たりこれくら

い、例えば１００キロ採れるよという計算ができていまして、それの８割以上の収穫が

なければ駄目だと。ですので、今の例えで言うと、一反当たり８０キロ以上収量がなけ

れば駄目だと。最初の許可当時は苗木を１年木というものを仕入れてきて、基本的には

ブルーベリーが収穫できるのは４年以降ということでしたので、この時点で計算すると、

収穫量がないというのが当然な状況だったんです。ただし、当初から全部が１年木では

なくて、２年木、３年木を栽培していましたので、実際には、今回は収穫量があります。

収穫量に関しては松浦所長から説明しますけれども、本来であればゼロであってもおか

しくなかったところを、ゼロ以上の収穫量がありますから、結果的には、今回の許可の

審査の一つである収穫量についてはクリアしているという状況にはなります。 

事務局（松浦所長） 

収穫量に関しましては、こちらに今のところ御報告いただいているのが、２０２２年

度の全体で５２８キログラム程度と。実際に相模原市での同じような１０アールの反収

になるんですけれども、２９３キロという数字が出ています。ですから、それよりも上

回っているような数字をいただいている形になっておりますので、私どもでは十分な収

穫量は確保できていると見ました。 

以上です。 

１７番（藤村委員） 

分かりました。収量としては、かなりいい収量が出ているということですね。 

最初の質問だけど、仮に収量が悪かったら、責任は誰が取るのか。さがみこファーム

が取るのか。  

事務局（伊藤担当課長） 

営農型ですから、当然、農業をしながらということになりますので、収穫量が低かっ

た場合については、さがみこファームに対して、是正勧告とかを行っていきます。それ

でも改善が見込めない場合については、撤去命令という流れになってきます。 

１７番（藤村委員） 

了解です。 

１２番（山口委員） 
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３年前に許可されたというんですけれども、実際、ソーラーパネルが最初に設置され

たのはいつになりますか。 

事務局（伊藤担当課長） 

細かく何月何日とは言えませんけれども、３年前の１２月に許可していますので、そ

れ以降、１２月いっぱい、１月ぐらいまでの間に設置はしています。 

１２番（山口委員） 

実は３年前というと令和元年ですので、あの年、台風が２つ来ましたよね。だから、

その台風に耐えたのかどうかと気になったんですが、では、まだ台風に当たっていない

ですね。分かりました。 

議長（阿部会長） 

ほかにございませんか。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、ただいま２議案を一括して説明を行いましたが、採決についても一括とす

ることで御異議ございませんか。 

 

［ 異議なしの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

御異議なしと認めます。 

それでは、採決させていただきます。 

議案第５９号、議案第６０号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程４議案第５９号、日程５議案第６０号については、原案のとおり決定いた

しました。 

議事が終了いたしましたので、１５番八木委員には、御着席をお願いします。 

 

１５番 八木拓美委員 着席 
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日程６ 議案第６１号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程６議案第６１号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、９ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６１号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－１６から５－２１及び５－１０５１から５－

１０５３は、相当とする理由があるので、農地法第５条第３項において準用する同法第

４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和４年

１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、１０ページを御覧ください。 

収受番号５－１６は、譲受人の株式会社相模土建が、譲渡人が所有する磯部の農地、

１筆、４１９㎡の所有権移転を受け、資材置場として転用するための申請です。現地の

状況等につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は５ページを御覧ください。

農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、現在、建設業を営んでおり、

事業拡大に伴い、使用中の資材置場が手狭なため、隣接地を新たに資材置場として確保

するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留

め策として、安全鋼板高さ２ｍを設置する計画です。雨水については砕石敷きによる敷

地内浸透とする計画です。申請地は誠心相陽幼稚園の南東約８０ｍです。 

続きまして、収受番号５－１７は、借受人の株式会社伊佐が、貸出人が所有する大島

の農地、３筆、１,６５１㎡に使用貸借権を設定し、作付予定の作物に適した土壌へ改良

するための一時転用です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案

内図は６ページを御覧ください。農地区分は第１種農地です。申請理由といたしまして

は、現在の土壌は保水性に乏しいため、作付を計画しているかんきつ類に適した土壌に

入れ替えるための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、

土留め策として、敷地東側、西側、南側にはプラスチック板高さ２０㎝を設置するほか、

３０度の勾配を設けて土留めする計画です。申請地は大島幼稚園の北西約１００ｍです。 

続きまして、収受番号５－１８は、譲受人の有限会社流通商事が、譲渡人２名が所有

する新磯野の農地、１筆、９９１㎡の所有権移転を受け、駐車場として転用するための

申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は７ページ

を御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由といたしましては、現在、運送

業を営んでおり、賃借中の駐車場が手狭なため、返却し、現在使用中の駐車場の隣地に

駐車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明

確化と、土留め策として、許可済み地との境界にある鋼板は撤去し、周囲をＨ鋼板高さ

１.９５ｍで土留めする計画です。雨水については砕石敷きによる敷地内浸透とする計

画です。なお、この申請地は今までごみが山積みしていたため是正し、今回の転用申請

となったものです。申請地は市立若草中学校の北西約２３０ｍです。 

続きまして、収受番号５－１９は、譲受人の西日本住宅流通株式会社が、譲渡人２名
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が所有する双葉１丁目の農地、２筆、１,７１６㎡の所有権移転を受け、特定建築条件付

売買予定地として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを

御覧ください。案内図は８ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理

由といたしましては、譲受人である日本住宅流通株式会社が都市計画法第３４条第

１１号の規定に基づき、区域指定を受け、９区画の宅地分譲をするための申請です。隣

接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、ブロック積

み１段から３段で土留めをする計画です。雨水については浸透ますによる敷地内浸透に

よるほか、浸透トレンチを設置し、汚水については公共下水道に接続する計画です。申

請地は市立双葉小学校の北東約７０ｍです。 

続きまして、収受番号５－２０は、借受人の東京モビリティサービス株式会社が、貸

出人が所有する田名の農地、１筆、３５７㎡の賃借権を設定し、駐車場として転用する

ための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は９ペ

ージを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、現在、

運輸業を営んでおり、事業拡大に伴い、バス駐車場が必要なため、新たに駐車場を確保

するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留

め策として、土留め付フェンス高さ１.８ｍを設置する計画です。雨水については砕石敷

きによる敷地内浸透とする計画です。なお、申請地は以前、違反転用し、建築物があっ

たため是正をし、今回の転用申請となったものです。申請地は市立田名中学校の北東約

２８０ｍです。 

続きまして、収受番号５－２１は、譲受人の株式会社Ｉ．Ｄ．Ｌ．ＪＡＰＡＮが、譲

渡人が所有する当麻の農地、１筆、４０６㎡の所有権移転を受け、駐車場及び車両置場

として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧くださ

い。案内図は１０ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由としま

しては、中古車販売・輸出業を営んでおり、現在、使用中の置場が手狭なため、駐車場

及び車両置場を確保するものです。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明

確化と、土留め策としてコンクリートブロック２段から３段の上にフェンス高さ８０㎝

を設置します。雨水については砕石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は当

麻下宿公園の南東約５５０ｍです。 

本庁分は以上です。 

事務局（松浦所長） 

それでは引き続き、津久井事務所管内の３件について説明いたします。１２ページを

御覧ください。 

収受番号５－１０５１は、借受人が貸出人の所有する緑区寸沢嵐の農地、１筆、

５９１㎡のうち、３９１.７７㎡に使用貸借権を設定し、自己住宅とするための申請で

す。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１１ページを御

覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由は、現在、借家に住んでおり、手狭

なため、自己住宅を建築するものです。隣接地への被害防除については、土地区画の明

確化と、土留め策として既存のコンクリート擁壁を使用するとともに、新たにコンクリ

ートブロック１段を設置し、雨水については雨水ます設置による敷地内浸透、汚水につ

いては公共下水道に接続する計画です。申請地は江藤歯科医院の南東約１５０ｍです。 

続きまして、収受番号５－１０５２は、譲受人である株式会社日本物産が、譲渡人の
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所有する緑区中野の農地、１筆、２３１㎡の所有権移転を受け、建売住宅とするための

申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１２ペー

ジを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由は、不動産業を営んでおり、

建売住宅１棟を建築、販売するものです。隣接地への被害防除については、土地区画の

明確化と、土留め策として既存ＲＣ擁壁を使用するとともに、一部にコンクリートブロ

ック１段を新設し、併せてフェンスを設置します。雨水については雨水浸透施設の設置

による敷地内浸透とし、汚水については公共下水道に接続する計画です。申請地は西メ

ディカルセンターの北東約５２０ｍです。 

続きまして、収受番号５－１０５３は、借受人である楽天モバイル株式会社が、貸出

人の所有する緑区与瀬の農地、１筆、２０１㎡に使用貸借権を設定し、作業場として一

時転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。

案内図は１３ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由は、電気通

信事業を営んでおり、携帯電話基地局の電波を遮蔽している樹木を伐採し、搬出するた

めに裁断する作業場として一時転用するものです。一時転用の期間は、許可予定日が本

件議決後の１１月２日、終期は令和５年２月２８日、期間は約４か月となります。隣接

地との土地区画の明確化については、区画をカラーコーン及びコーンバーで囲うととも

に、雨水については敷地内浸透とする計画です。申請地は市立ふじの幼稚園の北東約

６００ｍです。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 

収受番号５－１６及び５－１８については、南区担当、斉藤嘉之委員、お願いします。 

５番（斉藤嘉之委員） 

まず、５－１６ですが、隣が同じ譲渡人の土地になっていて、それを広げるために申

請されたもので問題ないと思います。ここの業者は地元でも大昔からやっている業者な

ので、土地利用計画もしっかりされると思いますので、相応だと思います。 

次は５－１８ですが、私が前、推進委員のときに、やっぱりごみだらけで、ごみの山

になっていたんですが、今はすっかりきれいになって、これも相当だと思います。問題

ないと思います。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

収受番号５－１７については、緑区担当、山口幸男委員、お願いします。 

１２番（山口委員） 

写真のとおり、背丈よりも高い草が生えている状態で、２、３年ほっといたら雑木林

になるなと思っていた場所ですけれども、この写真の北側に果樹の苗が植わっている場

所があって、同じ方が拡張されるということなので、荒廃地が優良農地に変わるなと期

待できる変更だと思います。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

続きまして、収受番号５－１９、５－２１については、南区担当、志村佳男委員、お
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願いします。 

８番（志村委員） 

５－１９ですが、１０月２３日に現地確認に行ってまいりました。現場は、今見ての

とおり、大分草が生い茂っていたんですけど、以前は中間機構、農地バンクの杭が立っ

て、とてもきれいな畑でした。境界もしっかりしていまして、開発はやむを得ないと思

います。特に問題ないと思います。また、５－２１についてですが１０月２４日に現地

確認に行ってまいりました。反対側に相模川の堤防がありまして、この写真を撮ったと

きはきれいだったんですけど、今はちょっと草が出ています。境界もきちんと明確です

ので、特に問題はないと思います。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

続いて、収受番号５－２０については、中央区担当、大谷健一委員、お願いいたしま

す。 

１３番（大谷委員） 

この道は普段私も利用している道ですが、スクリーンの右側のちょっと行ったところ

に田名高校があります。田名高校ができるまでは普通の生活道路だったんですが、現在

は産業道路と言っていいくらいのすごい交通量の多い５ｍ幅の道路です。 

それで、ちょっとお聞きしたいのは、バスの駐車場とおっしゃっていましたが、これ

はマイクロバスですか。普通車が擦れ違うのにもいっぱいいっぱいぐらいの道路なんで

すけど。 

事務局（伊藤担当課長） 

こちらのバスは大型バスですね。よく観光バスで見かけるサイズになります。 

１３番（大谷委員） 

なぜこういうことを聞くかといいますと、田名高校の生徒が５割以上、この道を通り

ます。そして、大沢高校とか光明学園とか上溝高校の自転車の通学者が相当走るので、

私がお願いしたいのは、もしこの駐車場のところにフェンスを設置する場合、少し下げ

てもらうとか、フェンスをなくしてもらうことができないかという希望があります。と

にかく逃げ道がないので、よける場所が相当少ないんです。普通の住宅地は道いっぱい

いっぱいにつくってあるので、所々、やっぱり自動車をよける場所が本当に欲しいんで

すが、よろしくお願いします。 

議長（阿部会長） 

続きまして、収受番号５－１０５１及び１０５３については、相模湖地区担当、青木

齊委員、お願いします。 

１番（青木委員） 

５－１０５１ですけれども、前回、道路の右のほうに非農地証明というのが出たんで

すよ。それの続き、その親が今のところの土地を持っておりまして、そこに子供さんが

お家を造るということでございます。子供さんは今、八王子に住んでいるんですけれど

も、やっぱり相模湖がいいということで造りたいということでございまして、今でも野

菜とかを作っておりますけれども、境もきれいになっておりますし、別に問題はないと

思います。 

続きまして、５－１０５３は、正面のところに楽天モバイルの鉄塔が建っております。
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この鉄塔が建っているところが申請者の土地でございます。その上に道路がございまし

て、鉄塔が普通の電柱とそれほど高さが変わらないので、前のほうに大きな木があるん

ですよ。その手前の奥のほうに、ヒノキか杉の木が２０本か３０本ぐらいあるんです。

この木がちょっと電波を遮断しておりまして、これを取らないと電波が通らないという

ことで、この木を切りたいということです。切った木を出すために申請者の土地を借り

て、伐採した木を運び出すための一時転用でございます。土地に関しては申請者の土地

でございますので、別に問題ございませんし、今、ここは畑だか山だか分からないよう

になっておるんですけれども、別に問題はございません。 

以上でございます。 

議長（阿部会長） 

続いて、収受番号５－１０５２については、津久井地区担当、大塚優子委員、お願い

します。 

６番（大塚委員） 

１０月２８日に高木推進委員と一緒に現場を確認しに行ってまいりました。ここの土

地は、見に行ったところ、以前に一度、宅地を建てるということで申請した経緯があり

ましたが、建てる予定の方が亡くなってしまって、その後、相続された方が持っていら

したようですが、きちんと、杭とか、隣地との土留めも一段のブロックが入っておりま

すけれども、今回、さらに土留めをもう少ししっかりやるということなので、問題はな

いと思います。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

ありがとうございました。先ほどの５－２０のところ、事務局にもう少し現場状況の

説明をしていただきます。 

事務局（伊藤担当課長） 

まず、先ほどバスの大きさ、大型バス、観光バスと言いましたけれども、ちょっと間

違いがございまして、通常の路線バスのサイズになります。それで、こちらの会社は大

規模企業の社員の送迎用のバスをここに配置します。例えば橋本駅から田名の今造って

いる倉庫のところ、国道１２９号線沿いの会社の従業員を運ぶための会社でして、その

バスを置くために、ここの場所を選定したということになります。ですので、通勤通学

の時間よりも早い時間にここから基本的には駅に向かいます。そこから依頼されている

会社に送ってということになりますので、通勤通学の時間帯とずれて車は動く予定にな

っております。一応、補足として説明させていただきました。 

議長（阿部会長） 

それでは、各地区担当から御説明いただきました。 

大谷委員、先ほどのお話でよろしいですか。 

１３番（大谷委員） 

フェンスの関係は、やっぱりお願いはできませんでしょうか。白線があるところは歩

道にはなっておるんですが、僅か３０㎝ぐらいの歩道になっています。要するに、退避

場所というのがあまりないんですけどね。あそこに目いっぱいフェンスをつけられちゃ

うと、やはり、かなり危険が伴ってくるんですが。 

 



 18 

事務局（伊藤担当課長） 

ちょうど写っている辺りが出入口になりまして、フェンスについては、それよりも左

右、図面でいきますと、両サイド２ｍ、反対側１ｍぐらいの幅になりますので、一応、

バスですので、道路も狭いということですから、入口の部分は広く開けるような形で、

出入口のところはフェンス等を極力しないで、広く開けるような計画になっております。 

１３番（大谷委員） 

ありがとうございます。 

議長（阿部会長） 

この計画は、大谷委員、確認しているんですよね。 

１３番（大谷委員） 

現地確認しています。 

議長（阿部会長） 

はい。 

議長（阿部会長） 

ありがとうございました。それでは、これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 

２件あるんですけど、最初は５－１７、山口委員がおっしゃられたように、雑木林に

なる直前みたいな話ですが、有効に使われるのであれば非常に好ましい話です。ちょっ

と気になるのは、あの地図で赤い線の上側、これは山口委員の説明にもありましたけど、

あそこを同様な造成がありまして、２月にちょうどユンボが入ってやっていて、相次い

でやられると。これ、合計すると随分広い面積になりますよね。２,０００㎡を超えて、

それは問題ないのか。 

事務局（伊藤担当課長） 

１,０００㎡以上ですので、５条の一時転用の許可になります。１,０００㎡未満であ

ると、簡易造成ということで総会には出てきません。多分、おっしゃられているのは、

北側の農地と今回の農地、別々にやっているということですよね。 

１７番（藤村委員） 

そうそう。 

事務局（伊藤担当課長） 

所有者の方、買われた時期がそれぞれ違います。今回の申請の農地は、既に北側の農

地を造成した後に、今回の申請地をつい先日３条で所有権移転をしています。 

１７番（藤村委員） 

あ、買われている。 

事務局（伊藤担当課長） 

間は空いています。 

１７番（藤村委員） 

要するに、ここに不耕作と書いてあるけど、単なる造成目的じゃなくて、買って畑に

しようとしているわけか。 

事務局（伊藤担当課長） 

そうです。 

１７番（藤村委員） 
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なるほど、分かりました。 

議長（阿部会長） 

果樹をするというような計画になっていたところで、既に果樹が植えてあって、今回、

またそこに改めて土地を購入して、そこを果樹にするという話でしたね。 

１７番（藤村委員） 

了解です。 

もう一つ、よろしいですか。 

５－２０について、今まで何年かやってきて、初めて是正措置の命令を出したと聞い

たような気がするんだけど。 

事務局（伊藤担当課長） 

命令ではありませんけど。 

議長（阿部会長） 

では、事務局、もう一度、そこの説明をしてください。 

事務局（伊藤担当課長） 

向かって右側、赤い枠のところが市街化調整区域です。そして、向かって左側、黄色

い枠のところは市街化区域で、非常におかしな土地になっているんですけれども、この

赤い枠のところに、以前は工場が建っておりました。ここの農地は第３種農地に該当し

ますので、特段、違反転用の指導とかは行っていませんでしたし、その状態でそのまま

使っているとしたら、非農地証明の対象にもなるようなところでした。そういったとこ

ろで、今回の案件の仲介業者から相談を受けたんですけれども、建物を撤去して、きち

んと農地転用の許可を取るということでしたので、今回、建物を取り壊して、農地とま

では言い難いところですけれども、是正をして、今回の申請という流れになっています。 

１７番（藤村委員） 

赤いところが調整区域ね。 

事務局（伊藤担当課長） 

はい。 

１７番（藤村委員） 

そうか。やったことはいいんですか、今回のことは多分正しいと思うんだけど、今ま

で聞いたことがなかったというのは、あちこちで駐車場とか、いっぱいあるわけですよ

ね。そういうのは、駐車場ぐらいだったら是正もいいかというか、そこは、初めて聞い

たというところで気になったんだけど。 

事務局（伊藤担当課長） 

実際問題、非農地で農地の縛りを外すということも立地的にはできたところです。た

だし、所有者もしくは借受人、これは借受人のコンプライアンスの関係だと思うんです

けれども、国土交通省の許可を得て運輸業をやっています。そういった業者に対しては、

きちんと許可を取っているところで営業をするのかという大変厳しい審査があり、今回、

是正をして、農地法の許可を取るという流れになったものです。ですので、事務局とし

ては非農地対応もできたところではありますけれども、借受人もしくは所有者側の意向

によって是正をして、今回の転用の許可を取る。これは本来の姿です、実際に。 

１７番（藤村委員） 

それは好ましい話だと思うけど、これまで聞いたことがなかったというところで伺っ
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たんです。 

２番（齋藤憲一委員） 

５－２１ですけど、２点ばかりございまして、議案の１１ページのところに出ている

ように、この場所は農振地区ですよと。ただし、農用地ではありませんと。第２種農地

ということですけど、１点は農振地区の許可が別に問題ないのか。もう１点は、１０ペ

ージの案内図を見ますと、ちょうど昭和橋の近くということで、相模川の傍じゃないか

なと思って、昔は田んぼが多かったような場所で、今は図面を見ると、結構、トラック

のセンターだとかがあります。この広い場所を全部持っている人が譲渡人なのかどうか。

あるいはこの辺の実際に畑等を耕作している人が特に問題ないのかどうか。中古車販

売・輸出業になっていますので、海外に中古車を持っていくようなことをやるような場

所じゃないかなと、かように感じるんですけど、それから、周りの耕作者がどうなのか、

御説明をお願いいたします。 

以上です。 

事務局（伊藤担当課長） 

まず、農振地区であっても、農用地でなければ、かつ、第２種、第３種農地の要件が

取れるところであれば農地転用は問題ありません。 

２点目の譲受人の法人ですけれども、今年の４月か５月に実際に農地転用の許可を取

って、今回の申請地のすぐ傍で営業を行っている業者です。主に４トンぐらいのトラッ

クの中古車を買って、海外に輸出したり、もしくはそこで整備をして販売している業者

で、特段、問題はないかと思いますが。 

２番（齋藤憲一委員） 

この面積はどうなっているの、同じ人の土地なのですか。  

事務局（伊藤担当課長） 

それぞれが別の所有者さんになっています。 

２番（齋藤憲一委員） 

別の所有者というのは、要するに、恐らく昔の田んぼだから細長いんだな。３畝ぐら

いの状態でずっと作られているような大きさなのかな。それで、そこの人たちは全然、

特に問題ありませんよというような感じなのか。 

事務局（伊藤担当課長） 

そうですね。周囲も、ブロックとか鋼板ではなくてフェンスを建てますので、中もよ

く、普通に見えるような、高さ８０㎝ほどのフェンスですので、特段、周囲に迷惑がか

かるような状況ではありません。 

２番（齋藤憲一委員） 

その一帯は、では、耕作なんかはしていないんだ。 

事務局（伊藤担当課長） 

ここはしていますね。ここもしています。 

２番（齋藤憲一委員） 

畑なのか。 

事務局（伊藤担当課長） 

畑です。 

２番（齋藤憲一委員） 
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ああ、今はもう畑なんだ。 

事務局（伊藤担当課長） 

はい。ここに用水路があるんですけど、それから下の、南側の部分は全部畑です。登

記簿地目は田んぼのところがあるんですけれども、現況は畑の状態。この用水路から北

側の部分は、昔、耕地整備をしているところで、区画もきちんとされているような田ん

ぼになって、農用地にも指定されているところです。 

２番（齋藤憲一委員） 

まあ結構、畑といっても、ほとんど転用がかかっているような場所なんだね。 

事務局（伊藤担当課長） 

そうですね。いろいろ過去からの事情があって、所有者さんもあまり耕作されないと

いうことは前の地区担当委員さんのお話で聞いております。 

２番（齋藤憲一委員） 

はい、分かりました。 

１７番（藤村委員） 

今のに関連して、事務局の説明でちょっと解せないところがあったんで、見取図

１０ページの左の丸く描いてある辺りで、この丸の中心線、昭和橋の橋という字と南と

いう字を線で結ぶと、それは川岸になるわけですね。そして、その川岸と相愛病院とい

うのが描いてありますが、その中間線ぐらいが農振地域だったと思うんですよね。さっ

き言った水路が走っていますけど、水路の北側が田んぼになっていて、田んぼは農振地

域できれいな一帯の田んぼ地域になっていて、南側が農振外れていませんか、これ、農

振になっているけど。それで、実際、そこへ行くと、放置した畑みたいなのとか資材置

場とか、いろいろなものが混じっているような地域になっているんですが、たしか、こ

のエリアの真ん中でエリアが分かれていませんか。 

事務局（伊藤担当課長） 

水路がありますよね。その水路から北側が農振農用地です、農用地。それから下は農

振地域で、農振白地、農用地の網がかかっていないところです。 

１７番（藤村委員） 

それはどういうところですか。 

事務局（伊藤担当課長） 

農業振興地域というのは全体のエリアでやっています。その中で農用地というのは筆

で指定されているんです。ですので、農振地域だから全部が農用地だということではあ

りません。エリアとしては農振エリア、だけれども、その中で農用地という区域の指定

は各筆で指定されているんです、１筆ごと。ですので、農振地域の中でも農用地ではな

いところというのは存在するんです。 

１７番（藤村委員） 

はい。 

１９番（加藤通一委員） 

すみません、今の５－２１の株式会社の所在地というのは、やっぱり市街化調整区域

ですか。 

事務局（伊藤担当課長） 

はい、そうです。 
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１９番（加藤通一委員） 

それで、市街化調整区域で営業して、それは都市計画法違反とか、そういうのはない

んですか。また、ここを駐車場及び車両置場、どういうふうに使い分けているか分から

ないんですけど、ここに何か建物が置かれるというおそれもないんですか、その２点だ

け教えてください。 

事務局（伊藤担当課長） 

まず、今回の申請地につきましては、駐車場というのはナンバーがついている稼働す

る車と、あと、車検の切れたナンバーを外した車、それについては車両置場という言葉

のすみ分けをしております。計画上は、ここはいわゆる車を置くところという計画にな

っております。ここの申請地については、都市計画法上の違反といいますか、そういっ

た建築物に該当するものはありません。 

以上です。 

１９番（加藤通一委員） 

今のは事業拡大をするというところ自体が建物は建っていないということですね。そ

れで営業しているということですね。 

事務局（伊藤担当課長） 

はい。 

１９番（加藤通一委員） 

はい、分かりました。 

議長（阿部会長） 

ほかに御発言ございますか。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第６１号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程６議案第６１号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程７ 議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程７議案第６２号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、１３ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６２号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号４－２０１から４－３４５及び４－１０１８から４－１０４０は、農業経営基盤の強

化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合して

いるので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を

決定するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、１４ページから８８ページを御覧ください。本庁分の最終ページは７３ペ

ージになります。 

整理番号４－２０１から４－３４５は、農地中間管理機構の指定を受けている公益社

団法人神奈川県農業公社が、相模原市農業協同組合の仲介により農業者に貸し出す農地

を借り入れるため、利用権の設定を受けるものです。案内図は利用権を設定することが

新規の農地のもののみになりますが、１４ページから１７ページを御覧ください。なお、

新規の農地につきましては、議案書７２ページから７３ページに記載しております。 

整理番号４－３４２から４－３４５の４件、４筆で、面積が５,８０３㎡です。 

本庁分の全件数は１４５件で、２４９筆、面積は２６１,７２８㎡です。 

本庁分は以上です。 

事務局（松浦所長） 

それでは、引き続き津久井事務所管内の案件について説明いたします。７４ページか

ら８８ページを御覧ください。 

整理番号４－１０１８から４－１０４０は、農地中間管理機構の指定を受けている公

益社団法人神奈川県農業公社が、土地所有者から農業者、事業者に貸し出す農地を借り

入れるため、利用権の設定を受けるものです。件数は２３件、６３筆、面積は合計３９,

５１９㎡で、そのうち４－１０３９までの２２件が更新時期を迎え、利用権の更新を行

うもの、８８ページにある４－１０４０の１件が新規に利用権設定を行うもので、案内

図は１８ページを御覧ください。なお、新規分１件については、更新に伴い、申請案件

を整理していた際、送電線の線下を分筆したときに生じた残地部分に対して、利用権設

定ができていなかったことが判明したため、新規で設定するものです。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

御発言はございませんか。 

 

質疑なし 
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議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第６２号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程７議案第６２号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程８ 議案第６３号 農用地利用配分計画の作成について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程８議案第６３号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、８９ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６３号 農用地利用配分計画の作成について。別紙利用配分計画整理番号４－

２９から４－９３及び４－１００２から４－１００４は、農地中間管理事業の推進に関

する法律第１９条第３項の規定により令和４年１０月７日付けで相模原市農業協同組

合代表理事組合長及び令和４年１０月１１日付けで相模原市長から意見を求められた

ので同意するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、９０ページから１３８ページを御覧ください。本庁分は１３０ページまで

です。 

農地中間管理機構が所有者から借り受けた農地を耕作者に貸し出すことについて、整

理番号４－２９から４－９２は相模原市農業協同組合から、整理番号４－９３は相模原

市長から、それぞれ利用配分計画案の作成に関する意見を求められているものです。備

考欄に新規と記載されている農地以外につきましては、期間満了に伴い、利用権を更新

するものです。件数は６５件で、２３９筆、面積は２４４,１７１㎡です。 

ここで、一部の案件について補足説明いたします。１０７ページを御覧ください。 

整理番号４－５７につきましては、平成２６年１１月に新規就農者認定を受けた耕作

者が、本人名義としては今回初めて利用権設定をするものです。新規就農の研修先であ

った認定農業者と現在に至るまで共同で農業経営をしており、耕作面積は４,５７４㎡

あります。主にブルーベリーの栽培をしております。当該農地については、共同経営を

してきた認定農業者が利用権設定を受けていた農地について、期間満了をきっかけに、

今回から本件の耕作者に利用権の設定をするものです。いわゆる耕作者変更という形に

なります。 

続きまして、１１４ページを御覧ください。 

整理番号４－６６につきましては、令和３年３月に新規就農者認定を受けた耕作者が、

現在の耕作面積９８１㎡に加え、今回の９５２㎡の利用権設定を受け、経営規模を拡大

するものです。なお、当該農地につきましては、令和４年１２月末まで農協に利用権を

設定している、いわゆる中間管理農地であるため、利用権の設定としては更新扱いにな

ります。 

続きまして、１２９ページから１３０ページを御覧ください。 

整理番号４－９０から４－９２の３件、４筆、合計面積５,８０３㎡につきましては、

先ほどの議案第６２号において新規に農業公社へ利用権設定がされた農地について、耕

作者に貸し出すものです。案内図は１４ページから１７ページを御覧ください。いずれ

も契約期間は３年で、露地野菜の作付を予定しております。 

本庁分は以上です。 

事務局（松浦所長） 
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それでは引き続き、１３１ページから１３８ページを御覧ください。津久井事務所管

内の３件について説明いたします。 

整理番号４－１００２から４－１００４は、農地中間管理機構の指定を受けている公

益社団法人神奈川県農業公社が、耕作者や事業者に貸出を行う利用配分計画の案件で、

相模原市長から農業委員会の意見を求められているものです。そのうち１３８ページの

一番下にある認定面積６４㎡の１筆のみが新規で、そのほかは期間満了により更新する

ものとなっております。新規分１件の案内図は１８ページを御覧ください。なお、この

新規分については、利用権設定の議案で説明させていただいたとおりとなっております。

件数は合計で３件、６３筆、面積は３９,５１９㎡です。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

御発言はございますか。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決させていただきます。 

議案第６３号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 

 

議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程８議案第６３号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程９ 議案第６４号 農用地利用配分計画の作成について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程９議案第６４号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、７番小林委員には、恐れ入りますが、

御退席をお願いします。 

 

７番 小林康史委員 退席 

 

議長（阿部会長） 

それでは、日程９議案第６４号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、１３９ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６４号 農用地利用配分計画の作成について。別紙利用配分計画整理番号４－

９４は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により令和４年

１０月７日付けで相模原市農業協同組合代表理事組合長から意見を求められたので同

意するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、１４０ページから１４１ページを御覧ください。 

整理番号４－９４は、農地中間管理機構が所有者から借り受けた農地を耕作者に貸し

出すことについて、相模原市農業協同組合から利用配分計画案の作成に関する意見を求

められているものです。件数は１件で、１０筆、面積は１８,１００㎡です。いずれも期

間満了に伴い、利用権を更新するものです。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

御発言はございませんか。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですね。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決をさせていただきます。 

議案第６４号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 
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議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程９議案第６４号については、原案のとおり決定いたしました。 

議事が終了いたしましたので、７番小林委員には御着席願います。 

 

７番 小林康史委員 着席 
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日程１０ 議案第６５号 農用地利用配分計画の作成について 

 

議長（阿部会長） 

続いて、日程１０議案第６５号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、１９番加藤通一委員には、恐れ入り

ますが、御退席をお願いします。 

 

１９番 加藤通一委員 退席 

 

議長（阿部会長） 

それでは、日程１０議案第６５号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 

事務局（伊藤担当課長） 

それでは、１４２ページを御覧ください。議案を朗読します。 

議案第６５号 農用地利用配分計画の作成について。別紙利用配分計画整理番号４－

９５は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により令和４年

１０月７日付けで相模原市農業協同組合代表理事組合長から意見を求められたので同

意するものとする。令和４年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 

それでは、１４３ページを御覧ください。 

整理番号４－９５は、農地中間管理機構が所有者から借り受けた農地を耕作者に貸し

出すことについて、相模原市農業協同組合から利用配分計画案の作成に関する意見を求

められているものです。件数は１件で、２筆、面積は２,２８０㎡です。いずれも期間満

了に伴い、利用権を更新するものです。 

以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 

説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 

質疑なし 

 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、採決させていただきます。 

議案第６５号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

全員挙手 
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議長（阿部会長） 

挙手全員。 

よって日程１０議案第６５号については、原案のとおり決定いたしました。 

議事が終了いたしましたので、１９番加藤通一委員には御着席をお願いします。 

 

１９番 加藤通一委員 着席 
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日程１１ 報告第４０号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明につ

いて 

日程１２ 報告第４１号 農地所有適格法人の報告について 

日程１３ 報告第４２号 解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地利

用状況の報告について 

日程１４ 報告第４３号 非農地証明書の発行について 

日程１５ 報告第４４号 民事執行法による売却に係る農地等の現況照会

に対する調査結果の報告について 

日程１６ 報告第４５号 地目変更登記に係る農地等の現況照会に対する

調査結果の報告について 

日程１７ 報告第４６号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告

について 

日程１８ 報告第４７号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告につ

いて 

 

議長（阿部会長） 

引き続きまして、報告案件に移ります。 

なお、報告案件につきましては、事務局からの補足説明及び委員からの質疑があった

案件のみとします。 

初めに、事務局から補足説明はありますか。 

事務局（伊藤担当課長） 

特にございません。 

議長（阿部会長） 

特にないということでございます。 

皆様方から御発言がございますか。 

１７番（藤村委員） 

報告第４１号の農地所有適格法人について１４９ページの、関係者の構造がよく分か
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らないんだけど。 

事務局（渡邉主査） 

では、ハンド株式会社について説明させていただきます。 

ハンド株式会社は、もともと東京のほうでハンドという名義で解除条件付の利用権設

定を受けて農地を借りていた法人になります。 

その後、そこの農業部門がハンドの名前を継承して枝分かれをして、ハンド名義で農

地所有適格法人になりました。それで今現在、相模原市内の幾つかの農地を所有してい

る状況になります。 

ホシトレードとの関係は、もともと一体だった法人の農業部門以外の部署がホシトレ

ードという名称で事業を継続していて、そこが株の一部を持っているという形になりま

す。 

以上です。 

議長（阿部会長） 

よろしいですか。 

１７番（藤村委員） 

はい。 

議長（阿部会長） 

ほかに御発言はございますでしょうか。 

よろしいですか。 

 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 

それでは、日程１１報告第４０号から日程１８報告第４７号について、以上で終わり

ます。 

以上で全ての日程が終了いたしました。 

次回、第９回総会は、令和４年１１月３０日水曜日午後１時３０分から開催する予定

です。開催場所は市民会館３階第１大会議室です。 

以上をもちまして、相模原市農業委員会第８回総会を終了いたします。 


